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多漢字グリフデータ共同管理機構?

• 命名：GlyphWiki
• 開放型フォント開発および活用環境

• フォントグリフ１つがWikiの1ページに相当



漢字とコンピュータの現状（１）

• ユーザは完全に受身になっている

– 文字コード

– フォント

• 人文情報学としてのユーザ

– 不満



現状（２）

• 文字コードの限界・仕様

– 字形を規定するものではない

• 抽象字体を規定する

– しかし結果的に例示字形が代表格を持つ

– いくら拡張しても解決不能な問題が存在する

• つまりは仕様

• 外字

– 近不便



現状（３）

• フォント

– 誰かが提供してくれないと使えない

– 文字コードの改定とフォントへの反映
• Vistaと2004JIS問題：OSレベルでの切り替え

• 外字、大規模フォント

– ユーザの求めるコード外字集合

• 小さく、重ならない

• 数十字のために20個のフォントをインストール？



現状（４）

• ライセンス

– 商業フォント：再利用の制限
• コピー、配布、改変、使用用途にまで…
• あの字の部品とこの字の部品で…NG
• 必要な文字種だけで再構築...NG
• 情報交換のための配布...NG

• 自由なフォントの欠乏

– 潜在的なニーズ



現状（５）

• フォント技術
– TrueType, OpenType
– 敷居が高い

– 編集が面倒：アウトライン図形の操作

– ファイルフォーマットが複雑

– エディタが少ない



現状（６）

• 近頃うぇぶにてはやりしもの
– Web 2.0
– ソーシャルブックマーク

– SNS
– Wikipedia

• ネットワーク共同（協同）行為



そこでGlyphWiki

• 区別：どんな文字（字形）にも対応

• 気軽：必要な集合だけをフォントに

• 自由：開かれた環境、再利用

• 簡単：専門外でも編集可能

• 共有：Web上でのコラボレーション

• 能動的なフォント管理環境の実現



基本技術

• (a)KAGEエンジン

• (b)glyphEditor
• (c)手書きデザイン機能

• (d)自動部品配置エンジン

• (e)フォントファイル生成

• (f)基本部品データ



(a)KAGEエンジン

• 従来と異なるフォント内部表現形式の提案

– 従来：字形輪郭記述方式（アウトラインフォント）

– 提案：骨格肉付け方式

• 概念自体は古くから存在



骨格肉付け方式

• 漢字を筆画に分解

• 骨格となる直線、曲線を記述

• 骨格に対する、自動肉付け処理

• デザイン要素は骨格の始点、終点、制御点

– 非常にシンプルにデザイン可能



階層化



骨格基本線種：2種類

• 直線

• 曲線



基本筆画：5種類

• 直線、曲線

• 折れ、縦払い、乙曲げ

– 直線と曲線の組み合わせ

– 一部自動計算



端形状：ゴシック体

• 縦棒ハネ 右払いハネ

• P1,P2 を指定 P1,P2,P4 を指定

• ハネ形状をデザインする必要はない



ゴシック体

• 等幅の線で表現

• 筆画種別、座標2,3点および端形状で表現



端形状：明朝体

• 多少複雑：図形の合成で肉付け

– 合成処理は自動計算で行う



明朝体の端形状：詳細

• 向き等で半自動指定

• 形状をデザインする必要はない

左ハネ4
他に接続2
非接続0

丸みトメ8
尖った入り7
右・上ハネ5



サンプル：「石」

16715816773221

16715893158221

931589373221

167739373221

14715105733389702

321823222001
座標3座標2座標1終形入形画種

200x200のメッシュ



本方式による表現力の評価

• JIS X 0208 の 6,355漢字：全てOK
• ISO/IEC 10646:2003 の 70,217漢字：

99.93%が表現可能

– 例外：転置、反転、非漢字線種



(b)glyphEditor

• 筆画や部品を組み合わせたデザイン

• GUI編集

• Macromedia Flashにて実装



(c)手書きデザイン機能

• マウスで文字を書くと線の特徴から推測

– デザインの補助として利用



(d)自動部品配置エンジン

• 漢字に含まれる部品とその位置関係を指定

– 位置による変形も考慮して自動的に配置

– IDS（漢字構造記述）を利用



(e)フォントファイル生成

• 骨格肉付け方式によるデータ

– 既存のフォント環境で利用する

• TrueTypeフォントに変換

– FontForgeを援用



(f)基本部品データ

• 科研費（研究成果公開促進費）を取得し、JIS 
X 0208の6,356字のデータ作成を外注

• 部品としての活用

– この漢字集合および内部に含まれる部品

– 再利用して新しい漢字の作成が可能



GlyphWiki



参考：Wikipedia

• フリーな百科事典→フリーな字形管理環境

• 1ページ＝1グリフ

• 複数人による編集環境

• 過去の履歴の保存、呼び出し

• ID認証による編集者の記録

• 議論ノートによるポリシーの調整

– 運用時問題はほとんどのケースが応用可能



基本仕様

• 1グリフ1ページ

• グリフデータ及びメタデータの登録

– メタ情報を充実させたい

• 特に複雑極まりない異体字関係のリンク

• グリフは即座に画像ファイルとして利用可

• 履歴の参照や固定URI
• 既存文字コードとの対応も可

• 必要な集合のみをフォント化可能



ユーザ固有のページ群

• 登録ユーザは、自分固有のページを持てる

– 編集は自分だけ

– 成果は公開

– 個人、法人、団体

• 既存の集積外字データの管理

– 他者に公開、フォントの配布

– 外字データベースのインポート

– 他外字DBとの結合、比較



一般画像の登録

• ビットマップ画像を輪郭抽出し処理可能に
– potraceを援用

• ロゴ、記号などの図形

• 骨格肉付け方式で表現できない文字の処理



イメージ1



イメージ2



イメージ3



想定FAQ

• デザイン統一性は?
– 量で質をカバーできないか

• ライセンスは?
– 修正BSD相当か

• 人的リソースは不足?
– というが、文字が好きな人は多い

– cf.渡邊フォント問題時のフォントIDE



他との連携

• CHISE-DBやKDPのメタ情報

• 異体字DBのインポート

– 手書きや版刻異体字DB



進捗とスケジュール

• 3月中にシステム実装

• 4月に評価



おわり


